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噴火湾 K於ける定置網の研究

第 3報各部側張の重要寸法Kついて

JiI崎毅一・西山作蔵・中村秀男

〈北海道大学水産学部漁業学教室〉

Studi白 onthe Fixed Nets in Funka-Bay 

3.. On the dimension of principal parts 

Giichi KAWASAKI， Sakuzo NISHlYAMA and Hideo NAKMURA 

Faculty 01 Fisheries， Hokkaido University 

Abstract 

The materiaIs used in construction of the fixed nets in Funka-Bay are more durable to the usuaI 

currents of those sea districts than is reaIly neωぉary.

The writers wish to find the suitable fixed nets which are durable in respect to imm邸宅e-current，
not from the stregth of materiaI， but from the planning of the construction and the method of fixing. 
Accordingly， the. writers have inquired first in to the dimention of principaI parts of the fixed 
nets in Funka-Bay. 

The r'巴suItsobtained were summarized as foIIows. 

Length of HAGUCHI， y， depth of water. x， Y=O.834x+7.97 

length of NOBORIAMI x， y=O.572x+12.54 
Iength of DOBARI x， y=O.856x+2.04 

Length of SHOGIAMI， y， depth of water x， y=O.23x+1.3 
Iength of DOBARI x， y=O.盟6x

Length of DdBARI， y， depth of water x， y=O.813x+l1.94 
Iength of HAGUCHI x， Y=O.917x+6.14 

Length of NOBORIAMI， y， depth of water x， Y=1.132x+2.24 
Iength of HAGUCHI x， y=1.245x-4.13 

Length of UNDOJδ， y， depth of water x， y=1.177x 
Iength of NOBORIAMI x， Y=1.0!J9x-L.25 
length of HAGUCHI x， y=1.268x-6.4 

Length of HAKOAMI， y， depth of water x， y=O.773X+10.4 
Iength of HAGUCHI x， y=O.878x十4.68
length Of DdBARI x， y=O.898x+1.03 

Iength of NOBORIAMI x， y=O.57x+13.1 

1.緒言

噴火湾に於げる定置網に関しては，種々の見地から検討が加へられ.多くの研究成果が報告されている。

-10少干



さきに筆者等以首題の問題を取上げ，主として急潮に依る損害の防止と漁具資材の節約に関する基礎的実験

を進あて来た。 竺!主主
即ち先報に於て，当海区に敷設されている定置網は，相当強力な構成がたされており，平常時の海況に徴

して，必要以上と思耕される節もタくないとe..破損の防止を目的として斯る構成がたされているとしても

曾てのキテイ台風〈四49)に依る急潮に対しては，その悉くが甚大なる被害の対象とたっていると Eを述ぺ

且斯様に急潮等に対崎し得る定置網の設計はJ単に構成諸材料を増強せしむる事のみに依り，解決されるも

のではない事に言及した。

元来定置網それ自体は，規模が大きく，且定大なる漁具資材を必要とするものであるたゐ，諸資材の長期

に亘る使用.急潮等に依る被害の防止方法の発見.及び対象魚の習性を勘案した網型の改良等で所要資材単

位量に対する漁獲割合の向上を図るととは，今日最も緊急た課題となっている。

*幸al'ま当海区に於て実際に定置網の設計がたされる場合.各部側張の長さが，如何ょうた基準の下に決定
されているかについて検討して見た。

2.食料及び方法

当海区に敷設されている定置網は，分類的には台網類に属する直行網〔瓢網).及び洛禍類附属する洛澗

の2種であるが，漁業上重要たるものは総て後者に属するものが多く，通綜春欄と呼ばれている。

木報は此の春棚を対象とし.その各部側張の重要寸法について，検討して見た。資料主総て郵便調査に依

り第1表に示す28ケ統につき，その実態を調査して計算の基礎としたof，.j各部側脹の名称は第1図に準拠し
戸，司。

AB: 羽口の長さ

AC:BD:障子網の側の長さ

EF: 突当側の長さ

EG:AH:運動場側の長さ

GH: 運動場横切の長さ

FI:BJ 登網側の長さ

KO:LP:内登網側の長さ

KL: 心強の長さ

AE:BF:肱l張の長さ

KM:LN:箱網側の長さ

MN: 箱綱横切の長さk 
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従来に於ける定置網各部側張寸法の決定は.主として網代水深にその基準がおかれているようであるが，

各部側張それぞれについて検討して見れば.必ずしも網代水深のみが適当た基準とされている訳でもなく，

寧しろ各部側張それぞれの関連投が可成良〈認bられる。

先つ・網代7K漢について見れば各部側躍とも可成の関連性が認bられ，図示村lば第2図~第7図の如きも

のである。

亦各部それぞれの関連性を見れば.第8図~第17図に示す如くである。

即ち対象とした定置網の羽ロの長さは，その悉くが突当り仰jの長さに等しく，登網側の長さ及び胴張の長

さに対しては第8図~第9図に示す如〈である。街網代水漢に対しては前記第2図に示した。
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Table 1. The principal pa此ssurvey 

N I醐 hdlLE17th1 L巴苦thlh?f LtFthl L常thlLせFEElLtFth| LE3th| Ltyth 
I water 1~~9U- I T!!I，(!-: 1~~2GI-1 I?2!J-I !:l9~~・ I ~!!，!B- ，~A~o-1!!t:'-7tMr ~~D()'・I Wal.er ICHI I ATARI IAMI --I ARI I RIAMI ! Aiu- 'AMI IH山池田iJO

8 14 14 3 15 10 基 15 6 15 

8 14 14 3 15 15 4 13 5 10 

22 25 25 8 zl 20 9 25 8 18 

22 30 30 7 25 30 6 30 8 部

25 30 30 5 35 25 13 25 20 25 

25 30 30 5 35 40 8 
i13ぉ5 

10 40 

25 30 30 8 40 25 7 15 20 

26 30 30 5 35 40 13 35 10 40 

26 30 30 5 35 25 13' 25‘ 20 25 
28 30 30 8 40 25 7 l' 舗 15 20 

28 30 30 10 33 35 8 30 10 35 

28 30 30 10 37 39 8 30 10 35 

30 30 30 8 35 40 8 35 10 37 

お 30 30 10 40 45 10 40 l2 50 

詔 40 40 10 35 40 8 40 10 38 

35 40 40 9 45 43 10 40 l2 38 

35 35 35 10 38 40 10 36 10 38 

38 40 40 10 47 45 10 40 l2 45 

38 40 40 10 40 45 10 40 28 50 

40 40 40 10 50 40 10 40 12 40 

40 42 42 12 45 45 10 40 14 42 

41 40 40 10 40 50 10 40 28 50 

41 45 45 l2 45 40 12 40 10 45 

41 45 45 l2 45 45 却 40 l2 40 

42 45 45 10 46 65 ~ 10 40 16 55 

42 45 45 10 46 55 20 50 25 65 

45 40 40 戸10 40 52 l2 40 25 52 
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Fig. 2. Length of HAGUCHI 
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Fig. 4. Length of DOBARI 
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Fig. 6. Length of HAKOAMI 
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Fig. 3. Length of SEOGIAMI 
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Fig.5. Length of NOBORIAMI 
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障子網側の長さは，大約府援の長さのメに梢々短〈第10.図に示す如くであるo#.1網代水深に対しては前記

第3図に示した。

腕張の長さは，羽口の長ぎに関連が見られ，第11図の如くである。街網代水深に対しては前記第4図に示

した。
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Fig. 10. 1ヂ19thof SHOGIAMI 
くforDOBARI) 

心援の長さは，各部に対し特に目立った関連牲は見出し得たいが，胴猿の長さに依り大約次の如くである

即ち胴張の長さ25-3)間では6-8間.30-40聞では10-13聞の範囲である。

登網側の長さは，定置網設計上最も重要な通点とたるもので，網代水深に対しては最も関連が深〈前記.~

5図に示す如くである。 f苛羽口の長さに対しては第12図に示す如くである。

運動場側の長さは登網側の長さ及び羽口の長さに関連が見られ，第13図~第14図に示す如くである。向網

代水深に対しては前記第7図に示した。

箱網側の長さは，羽口り長さ，腕援の長さ及び登網側の長さとも闘速がJ!られ，第15図~第17図に示す如

くである。向網代水深r-:.対しては前記第6殴に示した。

箱網横切の長さはー患の標準が定め難く，実際には操鯛との利便を考慮し'.て設託されている。
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4.摘要

前述の如く各部保.u張の重要寸法は.網代水深及び各部倒脹そ件ぞれに深川関連を有している。今是等の各

項につき実験公式を求め，掃ければ次吋6ú~ti;";，.' 1; ';よ引 3
羽口の長さ y 蹄比水深をXとすれば '{--j

叉登網側の長さをxとすれば

胴張長の長さをxとすれば

y 網代水深をxとすれば

叉腕張の長さをxとすれば

y 網代水深をxとすれば

障子澗の長さ

間張の長さ

登網側の長さ

ギ
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を
長
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y
叉羽口の長さをxとすれば

運動場側の長さ y 網代水深を X とすれば

叉登網側の長ぎをxとすれば

羽口の長さをxとすれば

車鯛側の長さ y 網代水深をxlこすれば

羽口の長さをxとすれば

y;o=O.白4x十7.97
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 胴践の長さをxとすれば y=O.898x+1.03 

登網側の長さをxとすれば y=O.57x+ 1.31 

街心張の長さは特に目立った関連が見られず，大約胴張の長さ25-30閉で6-8間，却11"-40聞で}Q-13閉

め範聞である。

箱鯛横切の長さは一定の標準が定b難<.実際には操網上の利便を考慮して設計されている。

以上述べた実験公式は総て一次式であるが，取扱った各関係の金書容が一次式kして合理的であるか否かに

ついては.多少問題を残しているが当海区に敷設される定置網の範囲に於ては犬なる差異もないものと考h

ら才lる。

5.結言

ー当海区に敷設される定置網について.実際設計上の基点が明らかにたったが，各部側張それぞれの関連伎

については.問題が残されており.亦郵便調査に依る盗事専の蒐集にも不備な点が多いので，何れ実地調査の

土さらに検討を加えたいと考へている。
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